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　 6)下歯槽神経損傷部への嗅粘膜移植
　　　　　　 河西 敬子1,高田 訓2,大野 敬2
(奥羽大・大学院 ・顎口腔外科1,奥羽大 ・歯・口腔外科2)
【目　 的】嗅粘膜は嗅上皮 と粘膜固有層からなり,
嗅上皮には嗅神経に分化する幹細胞が存在 し,粘
膜固有層には嗅神経の周囲に軸索再生を誘導 ・促
進する嗅神経鞘細胞(OEC;Olfactory　Ensheathing
Cell)が存在する。これ らは高い新能力 と自己増
殖能を有 しており,脱髄軸索 を再有髄化するとし
て近年臨床応用が試み られている。そこで,嗅 粘
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膜移植が下歯槽神経の再生に有用であるか検索す
ることを目的に形態学的な変化を観察 した。
【材料及び方法】10週齢以上のオスWistar系ラッ
トを使用 し,ラ ッ ト鼻腔 よりジエチルエーテル麻
酔下に嗅粘膜を採取 した。下歯槽神経損傷 ラッ ト
は顎下部よりオ トガイ神経を明示 してメスで切断
後,直径2mmの ラウン ドバーで半球状にオ トガ
イ孔を拡大 して移植床 を形成 した。移植群は移植
床に嗅粘膜を移植 して,非 移植群では移植せずに
閉鎖 した。処置後3,5,7,14,21,28日目に
下顎骨 を摘出 し,10%中性緩衝 ホルマ リン液で
24時間固定後,EDTA液で4週 間脱灰を行った。
標本はパ ラフィン包埋 して4μmの 切片 を作製
し,組織学的および免疫組織学的に観察 した。
【結　果】非移植群では5日 目より移植床および
下顎管 内に骨添加 を認め,経 時的に増加 して28
日目の下顎管内には添加骨の間隙にS100陽性細
胞 とNFP陽性線維をわずかに認めた。移植群で
は28日目まで移植床 および下顎管の形態は保 た
れ,3～5日 目の移植床 内にp75陽性 の嗅神経
鞘細胞 がs100陽性 のSchwann細胞周 囲に認 め
られた。7日 目には嗅神経鞘細胞 は線状 となり
s100陽性細胞 の形状 と一致 し,14日目以降は下
歯槽神経の切断面か ら移植床にかけてS100陽性
細胞 とNFP陽性線維を認めた。以上のことより,
下歯槽神経損傷部への嗅粘膜移植は,嗅 粘膜に含
まれる嗅神経鞘細胞やschwann細胞あるいは幹
細胞が神経を伸長させる環境を形成するため,損
傷後の神経再生 に有用であることが示唆 された。
